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【緒言】 

カーボンナノホーン（CNH）は比表面積が

高く、溶媒への分散性が高く、金属不純物を含

まないことから毒性が低く、安価に大量生産も

可能といった特長を有するナノカーボン材料

であり、電池性能改善などへの応用が期待され

ている。[1]一方で、CNH の電気伝導率は 1 S/cm 

程度（粉体）と報告されているが、キャリア移

動度はあまり高くないという認識がされてい

ることもあり、キャリア移動度の高いカーボン

ナノチューブ（CNT）のように高速電子デバイ

スへの応用研究はあまり報告されていない。た

だ、CNHは CNT ととてもよく似た構造を有す

ることから、条件を整えればより高い電気伝導

特性を示す可能性がある。また、CNHの電気

伝導性に関する研究はまだ十分に多いとはい

えない。我々はこれまでに、PSS とコンポジッ

ト化することで機械的強度を有する安定した

膜を作製し、その IR 応答性を報告してきたが

[2]今回は、つなぎを含まない CNHのみの電気

伝導特性を調べるために、スパークプラズマ焼

結（SPS）法により CNHバルク試料を準備し、

キャリア移動度を評価した。 

 

【実験方法】 

原料として CNH の粉末試薬を購入し、通電

加圧焼結装置で、圧力 80 MPa、昇温速度 50 

K/min、焼結温度 1800℃、保持時間 10 min の

条件で焼結した。得られた焼結体の表面を研磨

後、ラマンスペクトルを評価することで、試料

の変質がないことを確認した。 

電気伝導率σおよびホール効果は大気中室

温で測定した。 

【結果】 

SPS 処理を行った CNH の電気伝導率は

500-600 S/cmでホール移動度も数十 cm2/Vsで

あった。この高い値は、SPS 処理することで

CNH およびその集合体間の界面電気抵抗が抑

制されたことに起因すると考えられる。また、

開孔CNHにおいては電気伝導率が 240 S/cmで

ホール移動度も CNH に比して低めとなり、開

孔部の欠陥によるキャリア散乱が影響したも

のと考えられる。 
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